
 

 

 

イギリス化する「中国風」：名誉革命から 18世紀半ばの

イギリス家具に見るシノワズリ 

鈴木 裕子 

 

本論文は、家具を手掛かりとし、名誉革命（1688/89年）から 18世紀半ばまでのイギリス（＝

イングランド）のシノワズリ 1に現れた特徴的な変化を扱う。家具におけるシノワズリ 2の中心

は、「中国風塗装」（japanning）であった。「中国風塗装」とは、輸入された本物の「中国や日本

のラッカー家具」3 のラッカー塗装やその表面に施された絵柄を模倣 4 することである。この、

家具における中国風塗装は、上述の時期に、単なる中国の模倣を離れ、ヨーロッパ的な嗜好に

適合し、イギリス社会に広く浸透してゆく。本論文ではこの過程を「イギリス化」と呼ぶ。こ

の「イギリス化の過程」を歴史的にたどることが本論文の目的である。 

この、イギリス家具におけるシノワズリのイギリス化は、二つの側面から捉えられる。すな

わち、家具の外見そのものに関わる側面、および上流階層を超えた広い社会階層への普及とい

う側面の二つである。 

18世紀初頭に至るまで、イギリスにおける中国風塗装家具は、輸入ラッカー家具とともに富

貴の館における奢侈 5 の象徴の一つであった。このイギリス家具の中国風塗装は、国内でつら

れた作品数からすると、名誉革命からジョージ 2世の治世にかけて、つまり 1690年頃から 1720

年頃にかけて、流行の頂点を迎えた。そしてそれは次第に、ヨーロッパ内で発達した高度な塗

装技術、輸入ラッカーにはない多様な色地、ヨーロッパでの流行に合わせた家具の形などを備

えることになる。たとえば、中国風塗装の絵柄は、初めは輸入ラッカー家具の絵柄が忠実に模

写されたが 6、ヨーロッパ的な遠近法を取り入れた絵柄に変わる。また 1750 年代には、中国風

の彫り物が家具にもちこまれ、輸入製品にはない立体的様式のシノワズリが始まる。こうして

イギリスの中国風塗装家具は、その外見において、本物の中国家具とは異なるものとなった。

これがイギリス化の第一の側面である。 

上述の流行が過ぎた後も、イギリスでは中国風塗装の手引きの出版が盛んに続き、中国風塗

装はむしろ教養やたしなみとして広く浸透する（これらの手引きにも、ヨーロッパ的遠近法の



 

 

 

解説が加えられた）。また輸出向けに中国風塗装家具が製作され、ヨーロッパ各地や北米植民地

にも販路を広げた。さらに 1740年代には比較的安価な金属製品への中国風塗装が始まり、大衆

化が容易になる。このように、最初は上流階層の奢侈であった家具のシノワズリは、イギリス

社会の中に裾野を広げてゆく。これがイギリス化の第二の側面である。 

以上の点を明らかにするため、本論文ではイギリス家具におけるシノワズリをほぼ年代順に

たどる。まず第 1節で、18世紀初頭に至るイギリスの家具におけるシノワズリを概観し、シノ

ワズリ家具が奢侈として受け入れられていたことを示す。第 2 節では、中国風塗装流行の頂点

（1690年頃～1720年頃）における中国風塗装を検討し、上述のイギリス化の第一の側面を中心

に見る。第 3節は、流行の頂点が過ぎた後の時期（1730 年代～18世紀半ば）を扱い、イギリス

化の第二の側面を中心に見る。 

 

第 1節 奢侈としてのシノワズリ ――18世紀初頭に至るイギリスのシノワズリ家具 

繰り返せば、イギリスの中国風塗装は、1690 年頃～1720 年頃、流行の頂点を迎えた 7。本節

は、この時期の始まりに焦点をあてる。まず（1）で、イギリスの室内装飾を概観し、シノワズ

リが外来のさまざまな奢侈と共存していたことを示す。次に（2）で、中国風塗装家具の隆盛が

招いたもう一つの家具のシノワズリである輸入ラッカー家具との競合について考察する。 

 

（1）室内装飾とシノワズリ家具 

イギリスでは、王政復古（1660年）後に、大陸の王宮の豪奢に対する競争心や洗練された奢

侈への願望が現れた 8。名誉革命後もこれはひきつがれ、宮殿や貴族の館の室内装飾において、

中国風塗装家具が、天井画、象嵌細工の家具、大鏡などとともに不可欠の要素となっていた 9。

それらはデザインにおいても製作においても、フランスやオランダに大きく依存した 10。 

当時流行していた室内装飾の趣味について、メアリ・イーヴリン（Mary Evelyn, 1665-85）は

次のように記している。「われわれの世界は変わってしまった。外国のやり方、つまり奢侈（地

球上で最も偉大で、英明で、高貴な君主を破滅させたアジア的奢侈以上の奢侈）が、われわれ

の間にあまねく共有され、古代の簡素を破壊しているからである」11。彼女はそうした外来の奢

侈として、タピストリ、ダマスク織、豪華な刺繍を施したビロード、キャビネット、磁器、飲

茶用テーブル、スクリーン、トランク、燭台などに加え、豪華に中国風塗装が施された大鏡を



 

 

 

挙げる 12。 

 こうした外来の奢侈の実態を、ハム・ハウス（Ham House, Surrey）に見よう。ハム・ハウス

は 1610 年に建てられた。歴代の当主は国王チャールズ 1 世、2 世と親しく、王政復古後には、

フランスの建築と室内装飾に倣った大改装が行われた 13。ハム・ハウスはまた、後述するイギ

リス最古の中国風塗装家具の所有でも知られ、豪奢な室内装飾は同時代においても際立ってい

た 14。そこにおいて、シノワズリは、どのような位置を占めていたのか 15。 

ハム・ハウスでは、1 階に大ホールと家族用の食堂があり、当主と夫人それぞれの居室が左

右に続く。ホールには中国風の装飾は見られない。当主の居間、寝室、私室の壁には、ダマス

ク織が貼られ、椅子やカーテン、ベッドなどにも同じ布が使われている。当主の家具は、当時

の奢侈の典型的な象徴であった黒檀、象牙、トータス・シェル（鼈甲）、金銀細工、多色木片の

象嵌などで装飾されている。そして家具の上には、中国磁器の壺（染付）が飾られていた 16。 

シノワズリという点で注目すべきは、まず同じ 1 階にある夫人の居間、寝室、私室である。

そこにもダマスク織が使われ、私室にはフランス流の天井画（Antonio Verrio 作）が描かれた。

夫人は、クルミ材の書斎机、紫檀の寄木細工のキャビネット、鼈甲の枠に収めた壁鏡などのヨ

ーロッパの家具とともに、多数の中国風の家具も使った。たとえば居間には、中国風塗装のテ

ーブルと鏡のセット（おそらくオランダ製 17）があり、そのほか中国風塗装の籐椅子が 8 台置

かれている。私室には、本物の輸入中国ラッカーの箱（茶葉や砂糖菓子用）のほか、中国風塗

装の本棚 2 台、テーブル 1 台、籐椅子 6 台がある。飲茶テーブルを取り囲むこれらの籐椅子で

は、背もたれの後側にも中国風の絵柄が施されている。ジャワ製のラッカー・テーブルも、耐

熱性の高さを評価され、飲茶用に使われている。加えてこの部屋では、本物の中国磁器も飲茶

用に使われた。 

来客に設えた豪奢な装飾の部屋が並ぶ 2 階にも、ヨーロッパ的な装飾と並び、シノワズリが

多数みられる。たとえば、食堂と客間の天井にはイニゴー・ジョーンズ（Inigo Jones）様式の石

膏細工が施され、壁にはギリシア神話から題材をとったタピストリが掛けられている。客間に

も豪華な敷物や家具が並ぶが、ヨーロッパのものだけでなく、中国（またはインド）製のラッ

カー屏風、日本製の紙の屏風なども使われている。同じ 2階の「グリーン・クロゼット」には、

銀細工を施した黒檀のテーブル、ダマスク織のクッション付きベンチ、そして 1630年代の日本

製ラッカー・キャビネットがあるが、それらすべてに、キューピッドの彫り物が施された揃い



 

 

 

のヨーロッパ製の脚が付けられている。隣の「ロング・ギャラリー」は絵画の展示を主とする

が、ここにもヨーロッパ製の脚を付けた日本製ラッカー・キャビネット 18、輸入ラッカー屏風

が置かれ、さらに中国風塗装の脚をもつ絹のクッション・カバー付きベンチが置かれている。

これは、残存する最古のイギリス製の中国風塗装家具である 19。2階の「王妃の部屋」20の主な

家具は、象牙のキャビネット、中国製ラッカー屏風、日本製花鳥画の屏風である。また居間の

壁には、青いビロードの縁取りと刺繍のある青いダマスク織が貼られ、壁に沿って中国風塗装

の籐椅子 12台が並んでいる。さらに中国製のラッカー・パネルを貼り、金色の彫り物で飾られ

たヨーロッパ製の脚を付けたキャビネット 21が置かれ、私室には中国風塗装の室内用便器もあ

る。 

以上から明らかなように、シノワズリ家具は、この館では、黒檀や象牙のキャビネットと並

ぶ奢侈であった。以上の輸入ラッカー家具 8点、中国風塗装家具 34点のうち、当主夫人の部屋

には各 2 点と 19 点、王妃の部屋には各 2 点と 14 点が置かれ、特に中国風塗装を施されたシノ

ワズリ家具はこの両者に集まっている。 

奢侈は貴族やジェントリといった上流階層のみならず、富裕な中流階層にも広まっていった

22。ロンドン大火（1666 年）の後、貴族やジェントリの間にはウェストミンスターに大邸宅を

建てて移り住み、その大きな部屋に合わせた彫り物や中国風塗装の家具を揃える傾向が見られ

た 23。彼ら上流階層を顧客とする家具製作業者は ――その多くは中国風塗装を兼ね営んでいた

が―― 後を追うようにイースト・エンドからコヴェント・ガーデンに移った 24。一方、ロンド

ンの商人、法律家、医者など富裕な中流階層も、家具を購入するにあたって流行に敏感になっ

てきた 25。イースト・エンドに残った家具製作業者、中国風塗装業者、彫り物師は、こうした

富裕な中流階層の奢侈への願望に応えたのである。このような傾向は、第 3 節で見る、家具の

シノワズリの広まりの先駆けとも考えられよう。 

 

（2）輸入ラッカー家具とイギリス製中国風塗装家具の競合 

こうした奢侈としてのシノワズリ家具にあっては、中国等から輸入された本物のラッカー家

具と、イギリスでつくられた中国風塗装家具とが競合しており、後者は前者に匹敵するほどに

発達する。 

たとえば、1694年、ホートン（John Houghton, 1645-1705）は、次のように記している。「ジ



 

 

 

ャパン〔中国風塗装家具〕は今や、インド製のすべてに優るだけでなく、ラッカーという点に

おいては〔本物の〕日本製ラッカーそのものにさえ匹敵するほどまで完成した」26。ここでホー

トンがいう「インド製」とは、17・18世紀のイギリスに輸入された、中国、日本、インド、ジ

ャワのラッカー家具を指している 27。輸入にたずさわるイギリス東インド会社は、イギリスの

絵柄の見本と家具のモデルを現地に送り、イギリスで好まれるように製作されたラッカー家具

を輸入し、イギリス製中国風塗装家具と競おうとしたのである 28。これも次節で見るイギリス

化の一つの現れと言えよう。いずれにせよ、イギリス製の中国風塗装家具は、本物と対抗しう

るほど発達していたということである。 

さらに東インド会社がもたらす物産について、ポレックスフェン（John Pollexfen, 1636-1715）

は、1697年に次のように指摘する。 

 

悪い雑草がたちまち繁るように、インドからもたらされる製品は、最も偉大な伊達男から

最も下卑た料理女に至るまで、大喜びで受け入れられている。インドの布ほど、彼らの風采

を飾るのにふさわしいものは無いかのように。インドのスクリーン、キャビネット、ベッド、

掛け布ほど部屋の装飾にふさわしいものは無く、また磁器とラッカー家具ほど私室にふさわ

しいものは無いかのように。そして、それらを買うために鋳貨が溶かされ地金となって輸出

されるということは全く考慮されていない。29 

 

また彼は、「キャビネット、磁器、ラッカーや中国風塗装家具、その他の製品の輸入は、国にと

ってあまりに高価で、わが国の人びとを雇用することに対する障害ともなり、利益のない浪費

である」30という。このように、国の経済という観点からも、イギリス製の中国風塗装家具は、

輸入ラッカー家具と対抗していた。 

この競合の一端は、イギリスの家具製作業者や中国風塗装業者が議会に提出した、ラッカー

家具の輸入制限を求める次の請願書（1710年）にも表れている。 

 

先に述べた〔中国風塗装の〕技法と秘伝にたずさわる職人の多くは、それを偉大な完成に

導いたので、あらゆる種類のインドのラッカーに優り、かつ本物の日本製にも匹敵するほど

になった。…しかし商人たちは、イギリスの絵柄と家具のモデルをインドに送り、インド製



 

 

 

ラッカー家具を大量に（とくにこの 2年の間）持ち込んでいる。31 

 

かくして、18世紀初頭には、イギリス製中国風塗装家具の品質は向上し、東インド会社が輸

入するラッカー家具と競うほどになってゆくのである。 

 

第 2節 外見のイギリス化 ――流行の頂点（1690年頃～1720年頃） 

これらのイギリス製中国風塗装家具は、実際にはどのような外見を取り、それがどのように

イギリス化してゆくのか。イギリスにおいて中国風塗装家具が最も頻繁につくられたのは、前

述のように名誉革命からジョージ 1 世の治世の終わりに至る間であったが、本節では、この流

行の頂点におけるイギリスの中国風塗装家具を取り上げ、その外見のイギリス化を検討する。

この時期のイギリス製中国風塗装家具の特徴は、第 1 に、高度な塗装技術、第 2 に、イギリス

で好まれるような多様な色地、第 3 に、ヨーロッパで頻繁に使われる家具としての形態、第 4

に、遠近法をめぐって生じた中国風絵柄の変化、である。以下、（1）において、第 1点から第

3点を考察し、（2）において、とりわけ重要な第 4点を詳しく考察する。 

 

（1）高度な塗装技術、多様な色地、ヨーロッパの家具の形態 

第 1の特徴は、高度なラッカー塗装技術である。1630 年代に始まったイギリスの中国風塗装

は、輸入された中国の優れたラッカー、すなわち耐久性に富んだ美しい光沢のラッカー32 を模

倣した。流行の頂点を迎えたイギリス製中国風塗装家具が、豊かな光沢と耐久性のある被膜を

有していたことは、前述のホートンの証言や、残存家具からも推測される 33。中国風塗装は、

同時代のイギリスにおいて多数出版された技法の手引きが伝えるように、ヨーロッパ在来の樹

脂を酒精や油に溶いたヴァニッシュで行われたが、流行が頂点に達した頃には、本物の輸入さ

れたラッカー家具に匹敵するほどの光沢と耐久性を備えていた。 

第 2 の特徴は、イギリスで好まれるような多様な色地の完成である 34。もともとイギリスで

は 16世紀から室内の壁や家具に色地の塗装がなされており、それは同時代の大陸には見られな

いイギリスの特色だった 35。輸入ラッカー家具の色地は、黒、茶、赤色に限られていたが 36、

イギリスの中国風塗装ではそれ以外にも、白 37、青 38、緑 39、トータス・シェル（赤・黒の斑

模様）40 などの色地が盛んにつくられるようになった。こうした多様な色地のラッカーの完成



 

 

 

は、中国風塗装家具と他の家具、壁、カーテン、ベッド、椅子の布などとの微妙な色の調和を

可能にし、シノワズリのイギリス化をもたらした。 

第 3 の特徴は、中国風塗装家具の形態そのものが、ヨーロッパで流行中の、シノワズリでな

い家具と同じだったことである。この点はより早くから輸入ラッカー家具においても見られた。

たとえば、先に挙げたハム・ハウスの輸入ラッカー・キャビネットは、17世紀のヨーロッパで

流行していた家具の形を、東インド会社が現地に発注してつくらせたもので、それにヨーロッ

パ製の脚が付けられた 41。イギリス製の中国風塗装家具は、輸入ラッカー家具以上に、イギリ

スでの流行の変化や新たな形態の家具の出現に即応することができた。具体的には、脚付きキ

ャビネット 42、書斎机（本棚付き、化粧用）43、脚付きチェスト 44、長い箱の時計 45、カード・

テーブル 46、多種類の椅子 47など、その時の流行に従ってつくられていった。 

 

（2）遠近法をめぐる中国風絵柄の変化と古典主義 

第 4 の特徴は、この時期に生じた中国風絵柄の変化である。輸入ラッカー家具には、ヨーロ

ッパでは見慣れない姿の人物、花、鳥、動物、道具、建物、風景、ドラゴンや鳳凰など、めず

らしいモチーフの絵柄が多数描かれていた。モチーフだけでなく、描法もまた、ヨーロッパの

伝統的なそれとはかけ離れていた。特に中国の絵柄における遠近法の欠如は早くから認識され

ており、1688 年に出版された重要な技法書『中国風塗装論』においても、著者ストーカーは、

巻末の「中国風塗装絵柄の雛形集」（Japan-patterns）に関して次のような断り書きをしている。 

 

それら〔雛形〕は、中国のキャビネット、屏風、箱などに中国の最高の職人が描いた建物、

要塞、尖塔、人物、岩石、その他を、〔ストーカーが〕正確に模写したものであり、不完全

な部分では多少のプロポーションの修正はしたものの、遠近法を加味したり、実際にはない

影を付加したりするようなことはしていない。もしそのようなことをしていたら、われわれ

の意図である本物の純粋なインディアン・ワーク〔＝中国の作品〕のありのままの模倣から

逸脱し、経験の浅い読者諸君を大いに混乱させたことであろう。48 

 

中国の絵柄における遠近法の欠如は、このようにストーカーによって明確に認識されていた。

しかしストーカーは、同書の序文において、上記の中国の職人による絵柄を、「その金の絵柄以



 

 

 

上に美しく、豊かで、荘厳なものはない」49、と称賛している。ストーカーにとっては、「遠近

法」も「影」もない中国の描法による絵柄こそが、模倣すべき「美しく、豊かで、荘厳な」中

国の絵柄だったのである。 

ストーカーのこうした賛辞は、当時のイギリスにあった中国観に支えられていたと考えられ

る。研究者ポーターがいうように、中国は、ヨーロッパから遠く離れ、古典や聖書の世界も超

えた所に、太古から続いてきた、豊かで高度に進んだ独自の文明として高く評価されていた 50。

その国の絵柄は、たとえヨーロッパ的な描法とは相容れぬものであろうとも、長い歴史と文化

の伝統を想起させる手掛かりであるゆえに、美しく、豊かで、荘厳なものとして受け入れられ

たのであろう。 

一方この時期のイギリスでは、上流階層の子弟の間でグランド・ツアーが盛んになりつつあ

った 51。パブリック・スクールや大学で古典の素養を身に着けていた彼らは、グランド・ツア

ーを通してギリシア、ローマの遺構やイタリア・ルネサンスの建築、絵画などに直接触れて強

い感銘を受け、古典を再認識し、それを自らの趣味形成の基盤とするようになった 52。シノワ

ズリを牽引してきた上流階層に生じたこの変化は、中国風塗装にも影響を及ぼしたと推定され

る。かつてストーカーによって称賛された中国の描法による絵柄よりも、古典主義の普遍的で

正確なプロポーションの形態が尊ばれ、しだいにイギリスの中国風絵柄は遠近法を加味したも

のに変っていったのであろう。（後述するように、1730 年代以降には、中国風塗装の技法の手

引きの中でも遠近法の解説が盛んになる。）とはいえ、中国の絵柄のモチーフそのものは生き残

る。それらはヨーロッパの描法で修正されたうえで、18世紀末に至るまで使われ続けるのであ

る。 

実際、そうした変化を示すものとして、この流行の頂点の時期における中国風塗装家具の中

には、当時の上流階層における中国の描法とヨーロッパ古典主義のそれとの違いを主題にした

作品が残されている。以下、具体例 2 点を見よう。第 1 の例は、中国の絵柄における遠近法の

欠如を誇張して表現した中国風絵柄であり、第 2の例は、中国の絵柄のモチーフを使いながら、

それらをヨーロッパ的な遠近法によって構成される絵柄にまとめたものである。 

 第 1 の例：図版 1 は、イギリス製中国風塗装による〈脚付きキャビネット〉（1690-1700 年）

の正面扉に描かれた中国風絵柄である（図版 2はキャビネット全体図）。ここには中国の絵柄に

おける遠近法の欠如が誇張して表現されている。右側には尖塔のある中国風建物、左側にはそ



 

 

 

の建物よりも大きい一叢の花卉（樹木ではなく、花の咲いた草）、それらの前には、背後の花卉

よりも小さい中国服の人びと、犬、そして人間よりも大きい兎などが描かれている。この絵柄

の構図は、先に挙げたストーカーの『中国風塗装論』（1688 年）巻末の「中国風絵柄の雛形集」

8頁の絵柄（図版 3）53よっている。ストーカーの雛形では、尖った屋根を持つ建物が左側に描

かれ、それを凌駕するような巨大な一叢の花卉が右側に描かれている。この花卉は樹木ではな

く、花の咲いた草であるにもかかわらず、建物の背後または横から生えて、建物よも高く空に

聳えている。建物や花卉のモチーフを輸入ラッカーの絵柄から受け継いだストーカーは、それ

らをこのような異様な大きさの対比で並べることによって、先の引用にもあったように、中国

の絵柄の特徴、すなわち遠近法の欠如を示している。ストーカーはこの絵柄を、櫛箱のような

小さい作品用にデザインしたと断っているが 54、キャビネットの製作者はそれを、縦 91cm、横

96.4cm、脚と頭部飾りを加えると全高 221.5cmにも達する大きなキャビネットの正面扉（図版 1）

に拡大して据え（花卉と建物の配置を逆にしたが）、ストーカー以上に中国の絵柄における遠近

法の欠如を表現した 55。このような遠近法の欠如を強調した描き方は、流行の頂点の時期にお

ける作品に顕著である。 

第 2の例：図版 4は、1700年頃製作された〈脚付きキャビネット〉である。ここには多数の

中国モチーフが描かれている。正面扉左側には中国風の建物、太湖石、右側には中国風の岩石、

その背後から伸びる大きな中国風の花卉、上空にはドラゴンなど中国伝来の架空の動物、そし

て地上には狩猟にいそしむ中国服の人びと、である。いずれも一目で中国を想わせる代表的な

中国の絵柄のモチーフであるが、それらは、もとの中国の絵柄の文脈からは切り離され、線遠

近法に基づいたヨーロッパの想像上の情景を表現した中国風絵柄の、たんなる構成要素に過ぎ

なくなっている。このような中国風絵柄の描き方は、18世紀後半に木製家具の中国風塗装を行

ったチペンデールに受け継がれる 56。 

以上の特徴が明らかにするのは、イギリス製中国風塗装家具はその流行の頂点において、塗

装の材料や技法だけでなく、色地、家具としての形態、さらには中国風絵柄において、本物の

輸入ラッカーとは異なっていた、ということである。そこには中国的なものの誇張や、逆にそ

のヨーロッパ化が見られる。いずれの場合も、「中国風」とは、イギリスにおいてつくられてき

た中国の観念の表現なのであった。 

 



 

 

 

 

第 3節 裾野を広げるシノワズリ ――流行の後（1730年以降） 

1720年頃を最後に、中国風塗装家具の流行は頂点を過ぎた。1758年になされたドズィ（Robert 

Dossie, 1717-77）の次の証言は、それをよく示すものといえよう。「〔イギリスの中国風塗装〕は、

今日では、椅子や、テーブル、その他の家具に、昔のように頻繁には行われなくなった。わず

かにお茶の盆だけが例外だ」57。 

実際、王室ご用達のキャビネット・メーカーの製作する家具にも、中国風塗装は施されず、

金色の彫り物やギリシア風の格子細工のついたマホガニー家具に変わっていた 58。第 1 節で述

べたハム・ハウスのような館にさえ、同じような傾向は見られた。すなわち、グランド・ツア

ーから帰国した翌 1729 年にハム・ハウスに住み始めた第 4 代当主トレマッシュ（Lionel 

Tollemache, 1708-70）は、1735年頃に自室を改装し、古典主義的なウィリアム・ケント (William 

Kent) 様式の豪華なソファと椅子を多数揃えた。これ以降、中国風塗装家具の注文は、わずか

に 1740年頃の飲茶用テーブル 2台だけである 59。 

しかし、上流階層向けの作品は減ったものの、他方で、中国風塗装技法の手引き書は相次い

で出版され、技法は教養やたしなみとして浸透したと推測される。中国風塗装家具の製作も続

けられ、製品はヨーロッパ各国に輸出され、北米植民地には技法も伝播した。1740年代には金

属製品への中国風塗装が始まり、50年代にはイギリス家具に初めての立体的シノワズリが現れ

る。こうして、流行が衰えた後にも、シノワズリはむしろ裾野を広げていった。本節では、（1）

で技法の手引き書の出版、（2）で輸出、金属、立体的シノワズリの始まりを扱う。 

 

（1）相次ぐ中国風塗装の手引き書の出版 

中国風塗装の手引きを含む書物は、主だったものだけでも、1690年から 1720年の間に 8点、

その後、1760年までの間に 12 点、再版を含めると 20点が刊行されている 60。中国風塗装家具

の流行の頂点を過ぎてから、むしろ刊行が増えたことは、一般の人びとの間に関心が広まった

ことの表れと考えられる 61。手引き書は寄宿学校の教材としてさえ使われた 62。本項では、そ

れらのあまり知られていない手引き書を、以下の 3つに分けてやや詳しく検討したい。〔a〕：純

粋な中国風塗装技法の手引き書。〔b〕：家事・家政の指南書。〔c〕：工芸一般に関する解説書。 

 



 

 

 

〔a〕： 純粋な中国風塗装の手引き書 ――遠近法の解説 

18世紀に最初に出版された手引き書は、サーモン（William Salmon, 1644-1713）著『ポリグラ

フィス』（1701 年）の第 8 版 63である。初版（1674 年）にあったイギリス古来のヴァニシュに

ついての記載に加えて、この第 8 版では中国風塗装ついてはっきりと記している。サーモンは

「過去の誰よりも短く、はるかに良い方法を記した」（あとがき）64としているが、その説明は

簡略過ぎて、素人の手引きとしては実用的でない。ともかく中国風塗装が、イギリスの伝統的

な素描や彫版、絵画などの技法と並んで説かれたのは、これが初めてである。 

スミス（Godfrey Smith 生没年不詳）著『技の学校』（1738 年）65は、最もよく使われたと推

定される。この書では、金や銀の細工、ガラスやエナメル細工、銅、真鍮、錫、鋼の鋳造など

とともに、中国風塗装の技法が解説される。全体として体系的な記述ではなく 66、中国風塗装

についても木製家具の解説だけである。しかし、従来のイギリスではあまり使われなかったコ

ーパル・ヴァニッシュについて述べられ（171頁）、木製家具の青、白、赤、緑、黒色の中国風

塗装技法が述べられているのは重要である。何度も版を重ねた（39 / 40 / 50 / 55 / 70 / 99 年）こ

とは、中国風塗装家具の流行後も、木製家具の中国風塗装が行われていたことを示唆している。 

これに先立つ 1732年には、著者不詳『遠近法便覧』67が出版された（同年中に第 2版、1735

年に第 3版）。この書の巻頭では、幾何学的平面図形や立体図形を使って素人にも分かりやすい

よう遠近法が解説されている 68。それに続いて、フランスやイタリアの様式にのっとった「ガ

ラス絵の技法」69、同じく「鉛筆画の技法」70、「ガラス、木、金属による中国風塗装の新しく

精妙な方法」71 が述べられる。中国風塗装は、木製品にとどまらず、金属（鉄、真鍮）や紙製

品についても解説されるが、それはフランス式の古い技法であって、当時イギリスで始まって

いた優れた方法 72ではなかった。しかしこの書には、木製家具の中国風塗装から金属やパピエ・

マッシェ（紙板）の中国風塗装へという、当時の流行や職人の技法の変化が反映されている 73。

なおこの書にはウォルポール夫人（Lady Walpole）への献辞がある 74。 

この後も、遠近法の解説を加えた中国風塗装の手引きの出版は続いた。たとえば 1749年には、

著者不詳『技の友』75が出版された。ここでは遠近法の解説が詳細になされた後に、ガラス絵、

鉛筆画、銅版画、中国風塗装、水彩画、精密画の順で技法が解説されている。さらに 1755 年に

は、著者不詳『遠近法による素描』76が出版され（重版、57 / 68 / 69 / 97 年）、そこでも、遠近

法の原則、ガラス絵、鉛筆画、銅版画、「木と金属の中国風塗装」が解説された。全体の構成や



 

 

 

個々の記述が『遠近法便覧』（1732年）に似ているが、遠近法の解説はより詳細である。 

 1750年代には、遠近法を踏まえたパターン・ブックが 3点出版された。その中の中国風の絵

柄も、そうでない絵柄も、中国風塗装に使われた。レンズ（Bernard Lens生没年不詳）著『新完

全素描集』（1751年）77、エドワーズ（George Edwards 生没年不詳）とダーリー（Matthias Darly, 

1741-78）著『新たな中国風絵柄集』（1754年）78、セイヤー（Robert Sayer, 1725-94）が出版し

た『淑女の愉しみ』（1759-60 / 62 / 71(?) 年）79である。ダーリーはチペンデールの素描の師で

あった 80。またセイヤーのパターン・ブックにはフランス出身のピルマン（Jean Pillement, 

1719-1808）による空想的な中国風絵柄が多く含まれ、そのデザインは中国風塗装だけでなく、

磁器やその他の工芸品などにも広く使われた 81。前節で見たような、中国風塗装家具の流行の

頂点において製作者たちが始めたヨーロッパ的遠近法による中国風絵柄は、このように手引き

書によって定式化され、18世紀半ばにはイギリスの一般的な中国風絵柄となっていったと考え

られる。 

 

〔b〕：家事・家政の指南書 ――常識としての中国風塗装 

1704 [05] 年に出版された W. S.著『家庭の宝』82の本文は、「知識の書」という書き出しで始

まっている。この書には誕生から 14歳までの子供の病い、助産婦の役割、占星学、魚釣り、な

どさまざまな事柄に関する知識が記されている。その中に、「中国風塗装」（第 5 章）や「水彩

画と油彩画」（第 6章）という章があり、中国風塗装については材料、道具、技法が、簡略に述

べられ、水彩画や油彩画もごく簡単な記述である。 

また 1710年に出版されたサーモン（William Salmon）著『家庭の辞書』83も同類の書である。

この書は、料理、調香、農業、家庭内に備えるべき生薬などについて書かれた、いわば家事・

家政の指南書であるが、「中国風塗装用ヴァニシュのつくり方」、「赤、黒、青、その他の色での

中国風塗装の方法」という項目があり、必要な材料と各種の道具が記されている 84。記述が簡

略過ぎて、これによって中国風塗装を行うことは不可能に近いが、中国風塗装技法の概略を知

るだけならばこれで足りる。 

さらに 1760(?) 年に出版された モンタギュー（Peregrine Montague 生没年不詳）著『家庭の

必携書』85 もまた、その種の書物である。馬の飼い方、頭髪や歯の健康、庭仕事などに交じっ

て「中国風塗装の技法」86が述べられ、ラック樹脂や酒精の名前も挙っている。中国風塗装は、



 

 

 

この時期のイギリスにおいて、日常生活の指南書の中にも登場する知識となっていた。 

家事・家政の諸事の中で中国風塗装の技法が述べられるのは、イギリスだけではなかった。

1711年、フランスのデメリー（Antoine d’ Emery, 1645-1715）の著書の第 7版が『人工と自然の

最も価値ある秘儀』87として英訳出版された。デメリーの書もまた、健康、娯楽、美容、調香、

彩色、絵画などとともに、「黒い塗料を削って下地の金色を見せる技法」を述べ、それが「中国

の製品のように美しい」としている 88。しかも英訳者は、このフランスの方法とはまったく異

なるイギリスの中国風塗装技法を大量に補足書き込みしている 89。デメリーの書は、初版（1674

年）が 1685 年に英訳され、その時には書き込みはされなかった。しかし 2 度目に英訳された

1711年にそのような書き込みがあるということは、イギリスが自国の中国風塗装技法に自信を

深めていたことの表れだと推測しうる。 

 

〔c〕：工芸一般に関する解説書 

1758年に出版されたドズィ著『技の手引き』（1758 / 64 / 96 年）90は、上の〔a〕〔b〕とは異

なり、「工芸商工業奨励協会」（The Society for the Encouragement of Arts, Manufactures and 

Commerce）の依頼によって書かれた本格的な技法の解説書である 91。本書では、油絵、水彩画、

フレスコ画、ガラス絵、エナメル、銅版画、陶磁器の絵付、中国風塗装などの技法が述べられ

るが、材料についての徹底した解説が特徴である。また、古い技法を記録 92する一方で、金属

への中国風塗装の最新の技法 93や、パピエ・マッシェの詳細な解説 94など、従来の技法書には

ない広範囲の記述がなされている。中国風塗装が、成分においても輸入ラッカーとは異なるこ

とをイギリスで初めて明らかにしたのは本書である。ドズィは、漆の扱いは中国風塗装とは異

なる技術を必要とし、健康上の問題も生じるとして、漆を使わないように勧めている 95。ドズ

ィは中国風塗装を次のように定義している。「中国風塗装とは、物体を不透明な色付きヴァニッ

シュの下地で覆う技である。その上には、色または金箔〔金・銀の箔やブロンズ粉〕で絵柄を

描いてもよいし、絵柄なしにしておいてもよい」96。 

ニーヴ（Richard Neve 生没年不詳）著『実験と観察の完全で正確な歴史』（1702/03年）97 も

上と同じく工芸一般、さらには技術一般に関する専門的な解説書であり、建築、農業、園芸、

化学、絵画、中国風塗装、象嵌、彫り物といった広範な分野ごとに、過去の技法を整理したも

のである。中国風塗装は「木部を美しく着色する」という項目において、イーヴリン、ストー



 

 

 

カー、サーモン、デメリーの技法が容易に比較できるように記してあり、イギリスにおける中

国風塗装技法の長い蓄積を感じさせる。 

 

（2）イギリス製中国風塗装家具の輸出、金属製品の中国風塗装、立体的シノワズリの始まり 

 以上のような多くの手引き書を通して、中国風塗装の技法は、イギリス社会の広い層へと浸

透していったと考えられる。次にそれが実際の製品としてどのように広がっていったのかを、

製品の輸出、金属製品への応用、立体表現の出現などを通して検証したい。 

 

〔a〕：イギリス製中国風塗装家具の輸出 

18 世紀におけるイギリス家具の輸出についての記録は断片的で 98、そのなかで中国風塗装の

全貌を知ることはさらに難しい。残された事例からおおよその傾向を推測するほかない。研究

者ギルバートの家具データベースによれば、1720 年代に製作された 11 例の中国風塗装家具の

うち 7例が輸出されている 99。またハスは全体で 27例のイギリス製中国風塗装家具を掲げてい

るが、うち 4 例が輸出された製品であって、すべて 1720 年代に製作されたものである 100。輸

出先はいずれも、ヨーロッパ大陸である。 

 18世紀前半におけるイギリス製中国風塗装家具の主要な輸出先は、スペインとポルトガルで

あった。とくに、イギリスとの政治・通商関係が比較的安定していた 1720-40年のスペインは、

中国風塗装家具の重要な市場となった 101。製品は、輸出先の嗜好や気候に合わせた「スペイン・

ポルトガル向けにデザインされた製品」102であった。イギリスの鮮やかな緋色地に明るい金の

装飾がなされた製品が、スペイン・ポルトガルでは柔らかな赤地に豊かなブロンズ色となった

103。白や黄色の地も輸出用につくられた。中国風塗装の磨きが十分でなく、当初の明るい緋色

があせた例も多い。スペインとポルトガルに輸出された中国風塗装家具の多くは商標がついて

いないが、水準からみてセント・ポール周辺の業者の製品であると推測される 104。 

 中国風塗装家具はドイツにも輸出された。1720年代の作である緑地に金と赤で装飾を施され

た鏡台や 105、18世紀初めの製品である黒地に金と多色で装飾した柩型の箱 106が残されている。

鮮やかな赤地に金の装飾の書斎机も輸出されたが、その様式はドレスデンのマルティン・シュ

ネル(Martin Schnell, c.1675-1740) に影響を及ぼし、イギリス風の赤い書斎机（1727-30年）を生

んだ 107。 



 

 

 

 一方、北米植民地向け家具の輸出は、1720 年代から増加し、18 世紀半ばまで続いた 108。輸

出品は鏡台、椅子、キャビネットなどで 109、ロンドンの流行を追うようにアン女王スタイルの

家具も 1730年ごろ入っていった。輸出品は南部の富裕な農場主、フィラデルフィアやチャール

ズトンの商人 110、さらにボストン商人に買われた 111。 

 アメリカでは、イギリスからの家具の輸入の増加とほぼ並行して、イギリスの技法が伝わり、

中国風塗装が始まった。ボストンでは 1720 年以降、「ハイボーイ」とよばれる高脚のキャビネ

ット、鏡台、ティー・パーティ用の盆に中国風塗装が施されるようになった 112。中国風塗装家

具は、ニュー・ヨークやフィラデルフィアでも製作された 113。フィラデルフィアにはトマス・

アフレック（Thomas Affleck 生没年不詳）やトマス・ジョンソン（Thomas Johnson 生没年不詳）

のように、18 世紀前半を通してロンドンから職人が移住していた 114。アメリカ製品は、18 世

紀半ばにはイギリスからの輸入品に取って代わった。 

 イギリスの中国風塗装は、製品輸出や技法の伝播を通して、外国へと影響を与える側に転じ

ていた。 

 

〔b〕：金属・紙製品への中国風塗装 115 

金属製品の中国風塗装は、前述の『遠近法便覧』（1732 年）にも記されていた。それはフラ

ンス式の金属への中国風塗装の技法であり、木製家具の中国風塗装と同じように樹脂を酒精に

溶いたヴァニッシュで行われた。その被膜には光沢はあったが剥がれやすかった 116。これに対

してイギリスでは、亜麻仁油を金属に塗って加熱する方法が行われていた 117。亜麻仁油による

被膜には耐久性があったが、光沢は酒精ヴァニッシュによる被膜に劣った 118。しかし 1740 年

代になるとポンティプール（ウェールズ南部）において、アスファルトを亜麻仁油に溶いたヴ

ァニッシュを塗って加熱精製したブリキや銅製品が登場し、従来の欠点が解決された 119。ポン

ティプールの金属製品は、輸入ラッカーにも劣らぬ光沢と耐久性のある黒い被膜で覆われ、そ

の表面には従来のイギリス木製家具の中国風塗装に倣った金の中国風絵柄が施され 120、製品は

ポンティプールの「ジャパン・ウェア」121と呼ばれた。 

ポンティプールで始まった金属製品の中国風塗装は、18世紀中頃にはバーミンガムとその近

郊、さらにロンドンにも伝播した。耐熱性を活かした卓上鍋やプレート保温器はその代表的製

品となった。18世紀後半にはバーミンガムにおいて強度が改良されたパピエ・マッシェが現れ、



 

 

 

その製品にも金属と同じ中国風塗装が施された。紅茶ポット、やかん、茶筒、盆は、飲茶の流

行にも支えられイギリスの一般の人びとの間に普及し、装身具や馬車などにも用途を広げた。

こうしてイギリスのシノワズリは、金属や紙への中国風塗装を通して、18世紀にはイギリスの

広い層の人びとの間に浸透し、ヨーロッパとアメリカにも輸出された。 

 

〔c〕：立体的シノワズリの始まりと中国風塗装の復興 122 

中国風塗装は、ドズィの気付かないところで、1754年には復興していた。すなわち、イギリ

ス家具のシノワズリは、庭園のシノワズリ建築からも影響を受けるのである。シノワズリ家具

の流行が衰えていた 1740・50年代には、庭園におけるシノワズリ建築の流行が始まった。たと

えば、1750年頃には、キュー庭園（Surrey）に孔子廟（House of Confucius）が建てられ、中国

風に反り返った屋根、ドラゴンの丸彫り、中国風の格子細工、などで飾られた。他方、リネル

父子（William Linnell, c.1703-63; John, 1729-96）は、1754 年に、バドミントン・ハウス

（Gloucestershire）の「チャイニーズ・ベッド・ルーム」にベッドを納入した。ベッドは孔子廟

を飾ったのと同じ中国風の装飾要素で飾られていた。中国風の屋根、中国風の丸彫り、中国風

の格子細工などの立体がイギリスの家具に現れたのは、この時が初めてである。こうして立体

的シノワズリが始まり、それに伴い中国風塗装も復活した。 

さらにこれらをイギリス家具の様式として洗練させ、発展させたのは、チペンデール父子

（Thomas Chippendale: 父 1718-79; 子 1749-1822）であった。18 世紀後半になると、貴族や富

裕な中流階層の中には、「チャイニーズ・ルーム」をつくる者が現れ、立体的シノワズリや中国

風塗装で飾られたイギリス家具を置くようになる。その部屋は、同時代の本物の「中国の部屋」

の模倣ではなく、あくまでもイギリスにおける「中国風」様式の家具が置かれた部屋であった。 

 

結 

以上、本論文で述べた、中国風塗装のイギリス化の過程を振り返っておこう。 

シノワズリ家具は、イギリスにおいてまずは奢侈として姿を現わした。その中心となった中

国風塗装家具は、名誉革命から 18世紀半ばまでの間に大きく変化する。 

まずイギリスにおける中国風塗装家具は、輸入ラッカー家具との競争を経て、1690年頃から

1720年頃にかけて流行の頂点を迎えるが、ヨーロッパ内で発達した高度な塗装技術に加え、輸



 

 

 

入ラッカーにはない多様な色地、流行に合わせた家具の形態、さらに、おそらく古典主義から

の影響もあって、遠近法を取り入れた中国風絵柄を特徴とするようになる。こうして、イギリ

スの中国風塗装家具は外見において輸入ラッカー家具から遠ざかる。これがイギリス化の第一

の側面である。 

上流階層向けの中国風塗装の作品数が減り、流行の過ぎた後も、中国風塗装の手引きは相次

いで出版された。また中国風塗装は一般家庭のたしなみとしても行われ、その技法についての

知識は教養の一つともなった。製品はヨーロッパ各地や北米植民地に輸出され、北米植民地に

おいてはイギリスの技法による製品がつくられた。1740 年代には金属製品への中国風塗装が始

まり、日用品として普及し、輸出された。また 50 年代には立体的なシノワズリ様式も生まれ、

本格的なシノワズリ家具が復活する。このように、奢侈に始まった家具のシノワズリがその裾

野を広げたことが、イギリス化の第二の側面である。 
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1 「シノワズリ（chinoiserie）」は The Concise Oxford Dictionary of Art and Artists, 2nd ed. (1996), 104 によれば、

「西洋の美術や建築で、中国の諸様式を模倣したもの」である。シノワズリは 17・18世紀には、家具、陶

磁器、建築装飾、日用雑貨、織物、また絵画や演劇の題材、さらに思想にも現れた。当時はまだこの語は

存在せず、‘Chinese’ が使われた。オナーによれば、シノワズリは、ヨーロッパ人が抱いた理想的帝国「キ

ャセイ」の伝説に基づく中国幻想の表現である。Hugh Honour, Chinoiserie: The Vision of Cathay (1961; New 

York, 1973), 1, 7-8. またインピーによれば、シノワズリは、輸入された産物からの衝撃や噂話に基づくヨー

ロッパ人の東洋観の表明である。Oliver Impey, Chinoiserie: The Impact of Oriental Styles on Western Art and 

Decoration (New York, 1977), 9-10. いずれもシノワズリをヨーロッパ内的な現象ととらえる点で本論文と認

識を同じくするが、この時期のシノワズリ家具の特徴とそのイギリス化は、それらだけでは説明すること

はできない。 

2 家具におけるシノワズリの表現手段には 4 種類あった。①輸入ラッカー家具にヨーロッパの脚を付ける、

②輸入ラッカー家具から切り出したパネルをヨーロッパの家具の表面に貼る、③中国風塗装、すなわち注 4

で述べるような材料とヨーロッパの技法を用いて輸入ラッカーを模倣する、④中国風の格子細工や丸彫り

をヨーロッパの家具に付ける、である。本論文での主な対象は③であり、必要に応じ、それを輸入ラッカ

ー家具の加工品（①、②）と対比する。 

3 「ラッカー（lacquer）」は The Oxford English Dictionary, 2nd ed. (1989), 574 によれば、「さまざまな種類の

樹脂から採られたヴァニッシュで、固い光沢をもたらすことのできるもの」、また「それによって塗装され

た製品」である。漆（Rhus vernicifera.）による「日本のラッカー（Japanese lacquer）」はラッカーの代表と

される。以下この定義に従って、漆塗りで塗装された家具を「中国や日本のラッカー家具」と表記する。

なお文中の「ヴァニッシュ（varnish）」は、同じく 451によれば、「樹脂を液体に溶かした物質で、表面全体

に塗り広げて、固く、光沢があり、透明で、耐久性と装飾性に富んだ被膜を与えるもの」とされる。 

4 この模倣は、ラック、サンダラック、コーパル、ターペンタインなど多種類のヨーロッパ在来の樹脂を、

酒精や油に溶いたヴァニッシュで行われ、英語では「ジャパニング（japanning）」、あるいは「ヨーロッパの

ラッカー（European lacquer）」とよばれる。Marianne Webb, Lacquer: Technology and Conservation. A 

Comprehensive Guide to the Technology and Conservation of Asian and European Lacquer (Oxford: Butterworth 

Heinemann, 2000), 99-112. ‘japanning’ の初出は、John Stalker and George Parker, A Treatise of Japaning[sic] 

and Varnishing (Oxford, 1688), Pref.[n.p.], 1. 以下、中国や日本のラッカー（漆塗り）の模倣（japanning）を

「中国風塗装」と表記する。中国風塗装を施された家具は、17 世紀半ば以降ヨーロッパ各地に現れたが、

呼び名は国によって異なり、英語では japanware、フランス語では vernis、ドイツ語では indianishes Werk、

オランダ語では lac-werk と呼ばれた。これに対し漆塗り家具の呼び名は、英語では lacquerware、フランス

語では vernis de la chine、ドイツ語とオランダ語では、模倣との区別なしに、それぞれ indianishes Werk、

lac-werk であった。Hans Huth, Lacquer of the West: The History of a Craft and Industry 1550-1950 (Chicago: The 

University of Chicago Press, 1971), 20, 37. なお 17・18世紀のヨーロッパで使われた樹脂や溶剤は、今日の同

名のものと必ずしも同じではない。Webb, op. cit., 100. たとえば本注冒頭に挙げたターペンタインは「ヴェ

ニス・ターペンタイン（Venetian turpentine）」など含油性樹脂の総称であり、今日よく使われる「ターペン

タイン（揮発性油、spirit of turpentine）」とは異なる。 

5 「奢侈（luxury）」は、17・18 世紀のイギリスにおいて道徳的にも経済上の観点からも論議の的になって

いた。しかし当時の奢侈を扱った研究、たとえば、Maxine Berg and Elizabeth Eger (eds.), Luxury in the 



 

 

 

Eighteenth Century: Debates, Desires and Delectable Goods (Basingstoke: Palgrave Macmillan, 2003) においても、

何をもって奢侈とするかは示されてはいない。奢侈は当時、後述のメアリ・イーヴリンに代表されるよう

に、倹約と簡素に対立するものとみなされた。一方マンデヴィルは、経済的観点から奢侈を肯定するため

に、「人が生きていくうえで直接必要でないあらゆるもの」と極端に定義した（Bernard Mandeville, The Fable 

of the Bees; or Private Vices, Public Benefits [1714], ed. Phillip Harth [Harmondsworth: Penguin, 1970], 107）。近年

の研究においては、奢侈への志向が貴族からジェントリや中流階層へと広がりつつあったことが明らかに

されているが、その奢侈を代表するものは、外国、とくにアジアの物産であったとされる（Maxine Berg, 

Luxury and Pleasure in the Eighteenth-Century Britain [Oxford: University Press, 2005], 46-84）。 

6 Wilfried De Kesel and Greet Dhont, Flemish 17th Century Lacquer Cabinets (West-Vlaanderen: Stichting 

Kunstboek, 2012), 32.  

7 Robert W. Symonds, ‘The English Japanner’s Trade’, Connoisseur, 100 (1937), 242. シモンズは残存例の多さを

最盛期の証拠としている。筆者の調査でも、17世紀初めから 18世紀半ばまでに製作された中国風塗装家具

の残存例56点中35点がこの30年間に集中している。Christopher Gilbert, Pictorial Dictionary of Marked London 

Furniture 1700-1840 (Leeds: Maney and Son, 1996); Huth, op. cit.; Symonds, ‘Japanner’s Trade’などより算出。 

8 Peter Ward-Jackson, English Furniture Designs of the Eighteenth Century (London: Her Majesty’s Stationery Office, 

1958), 2-3. 

9 Charles Saumarez Smith, Eighteenth-Century Decoration (London: Weidenfeld and Nicolson, 1993), 24. 

10 Ward-Jackson, op. cit., 5-7. 

11 Mary Evelyn, Mundus Muliebris: or The Ladies Dressing-room Unlock’d, … (London, 1690), Pref.[n.p.]. 

12 Ibid., 8. ここで中国風塗装家具は「ジャポニアン」と呼ばれ、「ラッカーあるいはチャイナ・ポリシング

でワニスがけしたもの、もしくは風変わりで空想的なもの」とされている。Ibid., 18. 

13 改装は、初代当主 William Murray, 1st Earl of Dysart, (d. c.1654) の後を継いだ娘 Elizabeth (1626-98)と、そ

の 2度目の結婚相手 John Maitland, Duke of Lauderdale (d. 1682)の代に行われた。 

14 Maurice Tomlin, Ham House (London: Victoria and Albert Museum, 1986), 10. 

15 ハム・ハウスでは、ナショナル・トラストとヴィクトリア・アルバート博物館によって、17 世紀の室内

装飾のできるかぎり正確な保存が試みられている。それに伴い、何回も行われた改装に関する詳細な研究

が続いている。Peter Thornton and Maurice Tomlin, The Furnishing and Decoration of Ham House, ed. Christopher 

Gilbert (London: Furniture History Society, 1980); Tomlin, op.cit.。筆者はこれらに基づいて 1690-1720年頃の室

内装飾を推測した。 

16 館の磁器はほとんどが康熙帝時代（1662-1722年）のものである。Tomlin, op.cit., 19. 
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